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【米国の非農業部門雇用者数と失業率】

非農業部門雇用者数（前月比、左軸）
同上3カ月移動平均（左軸）
失業率（右軸）

2014年12月08日 今週に迫った「暫定予算」の期限(米国) 
2014年12月05日 米ドル円レートは120円台、株高傾向も進展 
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【平均賃金の伸びと10年国債利回り】

平均賃金の伸び（前年同月比）

10年国債利回り

（年/月）

（％）

■11月の非農業部門雇用者数は前月比32.1万人
の増加となりました。市場予想（ブルームバーグ
集計）の同23.0万人を大幅に上回り、2012年1月
（同36.0万人）以来の増加幅となりました。加えて、
9月、10月分は合計4.4万人上方修正されました。
失業率は5.8％と前月と同水準でした。 

非農業部門雇用者数は約3年振りの大幅増 

2014年12月8日 

（No.2,010）〈マーケットレポートNo.3,913〉 

米国の雇用統計（2014年11月） 

■非農業部門雇用者数増加のうち、民間部門は
31.4万人の増加となりました。これを業種別に見
ると、年末商戦向けの臨時雇用が増加したと見
られる小売業や、ビジネスサービスにおいて前
月を上回る増加となりました。このほか、レ
ジャー・娯楽業などを除く幅広い業種で増加しま
した。 

■11月は長期（27週以上）失業者や、パートタイ
マーの割合低下なども進み、雇用の「質」の改善
が一段と進みました。また、平均賃金は前年同
月比では＋2.1％と安定した水準が続いています
が、前月比では＋0.4％と2013年6月以来の高い
伸びとなり、賃金が上向く兆しも見られます。 

■雇用者数は失業率の安定的な低下に必要とされ
る前月比＋15～20万人を超える推移が続いてい
るほか、11月のISM景況感指数は製造業・非製
造業ともに高水準となったことなどから、今後も雇
用環境の改善が見込まれます。 

■雇用の「質」の改善も進んでいることから、市場で
は早期利上げ期待が高まっています。今月16日 

小売業などで堅調な増加 

雇用の「質」の改善も進む 

今後も雇用環境の改善が進み、来年後半の利上げが見込まれる 

 から17日のFOMCでは、低金利政策を「相当期
間」維持するとの文言が削除されるのかなどが
注目されます。ただし、「物価上昇率2％」の目標
は、賃金の伸びが緩慢なことから達成が遅れ気
味であり、今後も、雇用関連指標のほか物価動
向などが幅広く点検され、2015年後半に利上げ
が行われると見込まれます。 

（注）データの期間は2012年1月～2014年11月。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成  

（注）データの期間は2007年11月～2014年11月（月次）。 
   ただし10年国債利回りは2014年12月5日まで。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成  

雇用者数は32.1万人増 

2012年1月以来の増加幅 

http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/1241232_1982.html
http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/1241228_1951.html

